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第２９８回：金次郎とスマホバカを一緒にするな 

  

むかしよくいたでしょう、イヤホンから音をカシャカシャ漏らしながら、手拍子でも取っているつもりか、アゴ

を上げ下げして通勤電車に乗り込んでくるやつらが。所謂「ウォークマンバカ」のことだ。近ごろそんな連中

が少なくなったと喜んでいたら、こんどは電車の中のみならず、路上にも別のバカが増殖中だ。朝っぱらか

らゲームに夢中になっているのか、それともLineのチャットを読み直しているのか知らんが、「スマホバカ」と

云う連中だ。中学生や高校生のスマホ操作は単なるファッションとして許せるとして、どうにも許せないのが、

サラリーマンだ。これから七人の敵を倒しに会社に向かっている雰囲気は微塵も感じられぬけだるい空気、

どんな企業に奉職しているのか知らないが、そんな輩が働く職場の未来は決して明るくないだろう。昨年だ

ったか、アエラで「スマホバカ 歩く狂気につける薬はあるのか？」という記事を読んだ記憶があるが、その

とおりである。 

むかし日本にも本を読みながら歩く人はいたが、人口は少なく、自動車も走っていなかった時代だから、

いまとは全く事情が異なる。かつて日本の数多くの小学校には、薪を背負いながら本を読む二宮金次郎の

銅像があった。江戸時代に農民の子として生まれ、貧しい少年時代を過ごした金次郎は、朝は朝星、夜は

夜星と懸命に働いたが、本を読む時間があったらその分働けと、家では勉強させてもらえなかった。そこで

銅像が示すように薪を背負っての道中に本を読んで勉強したという。彼は長ずるに及び、その能力を認めら

れ、篤農家として各地で農村復興などに力を尽くした。文部省唱歌：柴刈り縄ない、草鞋をつくり、親の手を

助け、弟を世話し、兄弟仲よく孝行尽くす、手本は二宮金次郎・・・・ちょっと古すぎたかな。 

筆者の母校である安芸の国は佐伯郡の五日市小学校にも、今は知らないが、半世紀前には二宮金次郎

の像があった。当時から知的好奇心が人一倍強かったボクは、彼が何を読んでいるのか知りたくて、子分を

踏み台にして石像によじ登っているところを担任の先生に見つかり、ぶんなぐられた記憶がある。最近ネット

情報で金次郎少年が読んでいたのは、四書五経の「大学」だと知り、たまげた。ゲッ、子供の読む本かよ！

恥ずかしながら四書五経で読んだことがあるのは論語だけだ。孟子も受験対策としてちょっとだけかじった。

「大学」はボクの書斎の本棚になぜか岩波文庫の「大学・中庸」があり、買った記憶はあるが、読んだ記憶は

キッパリない。 

金次郎が読んでいるのは「大学」の「一家仁なれば、一国仁に興り、一家譲なれば、一国譲に興り、一人

貪戻なれば一国乱をなす。その機かくの如し」の部分だそうだ。ひとりひとりが思いやりや慈しみの心を持て

ば、一国もそのような仁愛にあふれた国になるし、ひとりひとりがへりくだった気持ちを持てば、一国も謙虚

な思いやりの国となる。ひとりひとりが自分の利益だけ考えて好き勝手なことを始めると、一国もそのように

乱れる。これが国を治める大綱である・・・・大意はそんなところだろう。さすがは数千年の歴史を有する大国

だけあって、中国の先人はエライものだ。そのＤＮＡを受け継いでいる（と思われる）習近平皇帝や、李克強

宰相、王岐山大司馬等の関係各位におかれても、ぜひ四書五経を拳拳服膺して頂きたいものだ。「貪戻
たんれい

」と

は「欲が深く、人の道に背くこと」を意味し、いま習近帝が躍起になっている腐敗追放キャンペーンが、国を

崩壊させかねない宿痾との戦いである所以である。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%8D%89%E9%9E%8B
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AD%9D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%8C%E5%AE%AE%E5%B0%8A%E5%BE%B3
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 日本が国際外交の場において、中国や韓国より謙虚なのは、国民の民度の違いもさることながら、むかし

中国の書物から多くの智慧を学び、かつ教育の場でもそれを実践したからだ。いまでも鮮明に覚えている

が、１９５８年４月、筆者が五日市小学校に入学して、初めて朝礼に並んだとき、痩身白髪で古武士のような

雰囲気の谷口馨校長はいきなり、広島弁丸出しで「むかしむかし支那に、張良と云う名前の若者がおったん

ぢゃ」と、中国の故事を語り始めた。こんな内容であった。 

ある日張良青年が街を歩いていたら、橋の上に一人のみすぼらしい身なり老人が座っていた。彼が

近づくや、老人はわざと履物を橋の下に落とし、彼に拾って来いと命じた。張良はむっとしたが、老人

のことだからと我慢して拾ってきた。すると老人は「気の利かぬ奴じゃ、わしに履かせなさい」と命じ

た。度重なる無礼に張良は腹を立てそうになったが、ぐっと堪えて靴を履かせてやった。老人は満足

して立ち去るとき、「小僧、五日後の夜明けにもう一度ここに来い」と云った。腹わた煮えくり返る張良

だったが、そこに何かただならぬものを感じた彼は五日後、夜明けに間に合うように早起きし、橋の

たもとに行った。しかしそこには既に老人が到着していた。「年長者と約束して遅参するとは何事

か！もう一度五日後の夜明けに出直して参れ！」と叱られた。今度こそ太陽が昇る前にあの橋で待

とうと考え、深夜のうちに家を出た張良であったが、老人はまたもや先着していた。「度重なる無礼を

何と心得る。もう一度五日後に来い」。さすがにこれ以上遅刻できないと悟った張良は、前日から橋

の上で夜を明かし老人を待った。しばらくすると、夜明け前に老人が彼方からやって来て、満足そう

に云った。「汝にこの書を授ける。読めば王者の師となるだろう。これから十年、天下は乱れ、汝が世

に出るきっかけとなろう」、老人はおもむろに絹束を取りだし、張良に与えた。それが姜子牙・太公望

の著した天下を治める兵法書「太公兵法」で、これを修めた張良は、のちに漢帝国の建国の功臣と

なった。 

谷口校長先生は「早起きは三文の徳だよ」と教えてくれたのだが、幼稚園を出たばかりの子供に向かって、

わざわざ楚漢戦争時代の故事を持ち出してくるとは。むかしの教育者には恐ろしいものがあった。 

最近どこかの小学校の金次郎像が老朽化のために倒壊したというニュースがあり、その復旧につき協議

したところ、「歩いて本を読むのは危険」、「児童の教育方針にそぐわない」という意見もあり、教育委員会は

「公費で補修するのは難しい」と判断したそうな。まさかスマホバカと二宮金次郎を一緒にしたわけでもない

だろうが、戦後の教育現場を仕切る連中には困ったものだ、いまに始まったことでもないが。（了） 

文中の見解は全て筆者の個人的意見である。 

                                   平成２７年９月１６日  

筆者プロフィール 

杉野光男 

東洋証券株式会社 主席エコノミスト 

一橋大学商学部卒、 三菱信託銀行（現三菱UFJ信託銀行）入社、上海華東師範大学へ留学 

同行北京駐在員、上海駐在員事務所長、理事中国担当部長を経て、２００７年より現職 

著書  日本の常識は中国の非常識（時事通信社）、中国ビジネス笑劇場（光文社）等 
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ご投資にあたっての注意事項 

手数料等およびリスクについて 

① 株式の手数料等およびリスクについて 

・ 国内株式の売買取引には、約定代金に対して最大1.2420％（税込み）、最低3,240円（税込み）（売却約定代金

が3,240円未満の場合、約定代金相当額）の手数料をいただきます。国内株式を募集、売出し等により取得い

ただく場合には、購入対価のみをお支払いいただきます。国内株式は、株価の変動により、元本の損失が生

じるおそれがあります。 

・ 外国株式等の売買取引には、売買金額（現地における約定代金に現地委託手数料と税金等を買いの場合に

は加え、売りの場合には差し引いた額）に対して最大 0.8640％（税込み）の国内取次ぎ手数料をいただきます。

外国の金融商品市場等における現地手数料や税金等は、その時々の市場状況、現地情勢等に応じて決定さ

れますので、本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。外国株式は、株価の変動および

為替相場の変動等により、元本の損失が生じるおそれがあります。 

②債券の手数料等およびリスクについて 

・ 非上場債券を募集・売出し等により取得いただく場合は、購入対価のみをお支払いいただきます。 

 債券は、金利水準の変動等により価格が上下し、元本の損失を生じるおそれがあります。外国債券は、金

利水準の変動等により価格が上下するほか、カントリーリスク及び為替相場の変動等により元本の損失が生

じるおそれがあります。また、倒産等、発行会社の財務状態の悪化により元本の損失を生じるおそれがありま

す。 

③投資信託の手数料等およびリスクについて 

・ 投資信託のお取引にあたっては、申込（一部の投資信託は換金）手数料をいただきます。投資信託の保有期

間中に間接的に信託報酬をご負担いただきます。また、換金時に信託財産留保金を直接ご負担いただく場合

があります。 

投資信託は、個別の投資信託ごとに、ご負担いただく手数料等の費用やリスクの内容や性質が異なるため、

本書面上その金額等をあらかじめ記載することはできません。 

 投資信託は、主に国内外の株式や公社債等の値動きのある証券を投資対象とするため、当該金融商品市

場における取引価格の変動や為替の変動等により基準価格が変動し、元本の損失が生じるおそれがありま

す。 

④株価指数先物・株価指数オプション取引の手数料等およびリスクについて 

・ 株価指数先物取引には、約定代金に対し最大 0.0864％（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委

託証拠金が必要となります。 

・ 株価指数オプション取引には、約定代金、または権利行使で発生する金額に対し最大 4.320％（税込み）、最

低2,700円（税込み）の手数料をいただきます。また、所定の委託証拠金が必要となります。株価指数先物・株

価指数オプション取引は、対象とする株価指数の変動により、委託証拠金の額を上回る損失が生じるおそれ

があります。 

ご投資にあたっての留意点 

 取引や商品ごとに手数料等およびリスクが異なりますので、当該商品等の契約締結前交付書面、上場有価証券

等書面、目論見書、等をよくお読みください。 


